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・日本の固有種
・宮城県の河川に生息

アカヒレタビラ

fig.1  アカヒレタビラの写真

二枚貝の減少・飼育困難

外来種の増加工事開発

産卵場所の減少1)

絶滅危惧種



目的

アカヒレタビラの保全

人工的な産卵

①産卵されやすい人工産卵床の作成
②人為的環境における
・産卵条件の発見
・産卵誘引条件の発見



仮説
先行研究

分かっている→貝のにおいが産卵に必要

不明な点

産卵行動を起こす＝水圧の変化＋水温の変化

１水圧の変化により
２水温の変化により

産卵行動を起こす

仮説

→なぜ水の入れ替え後に産卵行動が起こるのか



実験方法 実験装置 人工産卵床の作成ー
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・貝への産卵を参考
・先行研究4)で用いたものを使用



実験装置 産卵予想図実験方法ー

貝(自然界)

出水管

入水管

人工産卵床

入水管出水管

環境水

ポンプ

・貝への産卵を参考
・先行研究4)で用いたものを使用
・環境水によって精子を入れる

卵

精子

精子卵



fig.2 タイリクバラタナゴ

・タイリクバラタナゴ
雄1匹・雌4匹

・アカヒレタビラへ代用

①入手しやすい
②同様の産卵方法
③繁殖期間が長い

実験体実験方法ー



実験水槽実験方法ー

・明暗周期：12時間
・水温 ：22－25℃4)

・産卵誘引のため
二枚貝飼育水添付3)

クーラー

クーラーの出水口

藻
トンネル

人口産卵床

砂利

二枚貝
穴

ポンプ

fig.3  実験水槽模式図

オーバーフロー流入

においが
産卵を誘引3)



・水位の低下を水圧低下とした
・水温は一定に保った
・１週間 ５分の水位低下・７日間の観察

水圧変化・水温変化は産卵条件か実験１ー
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fig.5  実験中の水位の変化

〇実験方法

半分



クーラー

ポンプ

Arduino

fig.4  実験水槽模式図 (実験１)

水圧変化・水温変化は産卵条件か実験１ー

Arduino

・プログラミングの一種・ポンプを制御
・入出 7.0秒 止 5.7秒 (二枚貝の呼吸時間3))

実験水槽

〇実験方法



水圧変化・水温変化は産卵条件か実験１ー

〇結果

産卵の有無

1 2 3 4 5

産卵管が伸びてる

産卵行動

〇 〇 〇 〇×

2 ×2 2 2

実験No.

×××× ×

table1. 産卵管と産卵の関係



産卵行動

オスが雌を貝に誘導する→１出水管をのぞき込む→２

オス

メスが出水管へ産卵
オスが入水管に放精→３

精子



水圧変化・水温変化は産卵条件か実験１ー

〇結果

産卵の有無

1 2 3 4 5

産卵管が伸びてる

産卵行動

〇 〇 〇 〇×

2 ×2 2 2

実験No.

×××× ×

〇考察

・産卵管が伸びているという条件下で、
水圧低下は産卵行動(2まで)の誘引条件といえる

table1. 産卵管と産卵の関係



ポンプ制御は必要か実験２ー

クーラー

ポンプ

Arduino

fig.6  実験水槽模式図 (実験２)

クーラーの排水口に産卵が見られた
常時出水

入出水の制御なしで2週間観察

実験水槽

〇実験方法

仮説３
入出水の制御は

必要ない



人工産卵床へで8つ産卵

入出水のインターバルはかぎ刺激ではない

2㎜

ポンプ制御は必要か実験２ー

〇結果

〇考察

fig.7 タイリクバラタナゴの卵の写真



まとめ

産卵誘引条件
産卵管が出ているときの水圧低下

Arduino

シリコンチューブ

スクリュー管

産卵誘引条件
貝のにおい

ポンプ

適度な出水が必要?

産卵条件でない
水の入出の
インターバル



展望

・温度変化による産卵行動について
・更なる装置の簡素化・効率化
・新たな産卵条件の発見
・孵化装置の開発

人口産卵床・孵化装置の完成
産卵・孵化率の上昇
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